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◼GIGA端末の活用は何を目指しているのか

❑持ち帰りは何のため

❑持ち帰りのために何が必要か

❑フィルタリングは何のため

❑どのような運用が必要か

※ 感じたことなど、チャットで随時ご記入ください。

１人１台端末の持ち帰りやフィルタリングの在り方



西田 光昭（にしだ みつあき）
◼千葉県公立小学校教員，教頭，校長 (市教委指導主事)

◼ H29年 4月から柏市教育委員会教育研究専門アドバイザー

◼教育の情報化に向けて
❑文部科学省 学校DX戦略(ICT活用教育)アドバイザー 企画委員会委員

❑とっとりICT活用教育アドバイザー

❑初等中等教育段階のSINET活用実証研究事業委員会 委員長

❑ 「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」
の改訂に係る検討会  委員 など

◼情報モラル・セキュリティいろいろ
◼ 情報モラル指導に関わる委員会

◼ 学校情報セキュリティ委員会

◼ 青少年インターネット利用環境調査



GIGA端末の持ち帰り

平常時から積極的なICT環境の整備とそ
の活用を推進するとともに、非常時を想
定して、例えば端末や通信環境が整って
いない場合には学校に整備された端末
やルータ等の貸出し・持ち帰りを積極的
に行えるようにしておくこと、
感染症や災害等の非常時にやむを得ず学校に登校でき
ない児童生徒に対する学習指導について（通知）

令和3年2月19日



１人１台端末の持ち帰りや
フィルタリングの在り方
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なんのために

どうやって
周知，準備，体制，配慮



【PISA2018】授業中のデジタル機器の利用 日本は最下位

教育新聞 2019年12月4日



学習でICTを活用していない (PISA2018)

R2/5  GIGAスクール構想の実現とは より



内 容

身につける

発揮する

活用する

コンテンツベース
知っている・できる

コンピテンシーベース
使える・作り出せる

習得する
育成する

学力観の変化 学び方

生涯にわたって学ぶ力



GIGAスクール構想
1人１台端末・高速ネットワーク・クラウド

主体的・対話的で深い学び・個別最適な学び及び協働的な学びを支える

個別最適な学び及び協働的な学び

一体的に充実

主体的・対話的で深い学び

授業改善

資質能力の育成

各教科
教科横断的な
基盤となる

学習指導要領

新学習指導要領 と GIGAスクール構想

変化を前向きに受け
止め、社会や人生、生
活を、人間ならではの
感性を働かせてより
豊かなものに



◼これからの学校には，～略～

◼一人一人の児童[生徒]が，

◼自分のよさや可能性を認識するとともに，

◼あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，

◼多様な人々と協働しながら

◼様々な社会的変化を乗り越え，

◼豊かな人生を切り拓き，

◼持続可能な社会の創り手となることができるよう
にすることが求められる。

学習指導要領 前文

小学校[中学校]学習指導要領



教わる から 学びとるへ

先 生

児 童生 徒

先 生

目標

知識・技能
知識・技能思考力・判断力・表現力

指導の道具

学び方を学び・生かす

目 標

学
び
と
る

教
わ
る

児 童生 徒

個々の目標

個々の目標

個々の目標

個々の目標

学びの道具

一人一人を主語に

情報活用能力が発揮される

先生に連れて
いってもらう 自分で進む

学びに向かう力
人間性の涵養



全ての子供たちの可能性を引き出す，
個別最適な学びと，協働的な学びの実現のための改革の方向性

指導のツール ICT

学びのツール
ICT

今日の授業の中で

子どもが自ら学ぶ姿が
見られた場面



学校教育で培う資質・能力

児童生徒が将来にわたって
生きていくために必要な力

学習指導要領に示される

主体的・対話的で深い学び

言語能力、情報活用能力（情報モラル含む）、問題発見・解決能力



柏市 GIGAスクール構想パンフレット より



1人1台端末の効果的な活用

インフラ
GIGAスクール
の環境整備

・1人1台の情報端末
・高速ネットワーク
・クラウド etc

基盤となる
資質能力

情報活用能力
・ICTの基本的な操作スキル
・情報を入手し・比較検討

整理し・まとめるスキル

学び方
・自己調整学習のスキル
・協調的に学習するスキル

各教科等
の学び

各教科等での
効果的な活用

・各教科等の見方・考え方
・各教科等の固有の知識
・教科等の横断的な学習 etc

東北大学大学院 堀田龍也先生の講演資料より

目標が達成できる



◼学校にとどまらない学び

◼課題（ドリルをやるなど）から自ら学ぶへ

◼不安に 答える準備 提示する

◼保護者への情報提供

◼学び続ける姿をイメージする
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GI GA端末の持ち帰り

社会につながる



家で何に使うの？ 課題 から 探究的な学び へ



https://kashiwa.ed.jp/boe/wysiwyg/file/download/37/4192柏市 GIGA Web 夏休みのGIGA



柏市 GIGA Web 夏休みのGIGA



柏市 GIGA Web 夏休みのGIGA



柏市 GIGA Web 夏休みのGIGA



柏市 GIGA Web 夏休みのGIGA



柏市 GIGA Web 夏休みのGIGA



柏市 GIGA Web 夏休みのGIGA



提供されている資料を生かす

https://youtu.be/GRmJlwBqv6k

【交流会レポート】「GIGA端末ってなぜ持ち
帰り運用にしないの？」―安心して子ども
たちに使わせられるように―（令和3年3月
10日(水)開催、資料・録画データ公開）

https://giga.ictconnect21.jp/202104063404/

GIGAスクール構想推進委員会 
参加企業による「持ち帰り」コンテンツ

https://giga.ictconnect21.jp/202109153766/



家庭でのICT端末の使い方を考えよう

StuDXstyle
https://www.mext.go.jp/studxstyle/skillup/20.html



https://services.google.com/fh/files/misc/gfe_homestudy.pdf



◼スケジュール
持ち帰り の前に 周知、準備の期間を

◼検討していることを伝える
学校間・教委での共有

◼持ち帰ってから
安心して使えるように日頃の活用を進める

早めの情報提供



ID と PW の指導
◼良いパスワード

◼8文字以上のもの

◼ユーザ名，本名，企業名を含まない

◼単語をそのまま使用していない

◼4種類の文字の組み合わせ A a 1 !

◼使い回しをしない

◼パスワードは安易にメモしない＞管理を
危険なパスワードにするよりは
メモの管理をきちんと

出来ないことを
前提にしない



健康に注意して ・ 安全に注意して



１．児童生徒が端末を安全・安心に活用するために気を
付けること 

２．端末・インターネットの特性と個人情報の扱い方 

３．健康面への配慮 

４．トラブルが起きた場合の連絡や問合せ方法等の情
報共有の仕組み 

学校設置者・学校・保護者等との間で
確認・共有しておくことが 望ましい主なポイント 

別添3 学校設置者・学校・保護者等との間で確認・共有しておくことが望ましい主なポイント より

不安にこたえる



保護者の不安にこたえる Q&A



家で使う時の確認

充電する場所
使う場所



もしも の時



安全・安心のために

目指すのはセルフコントロール

https://kashiwa.ed.jp/boe/指導課/TOP/端末持ち帰り

https://kashiwa.ed.jp/boe/指導課/TOP/端末持ち帰り


フィルタリングの仕組み

リクエスト ここを見たい
リクエスト ここを見たい

表示する

表示する

ブロックする

ブロックする
許可リスト

URL

ブロックリスト
URL
検索語
時間

サービス

ホワイトリスト方式 ブラックリスト方式

リスト次第で決まる

該当する
該当する



フィルタリングのカテゴリー 例

https://help.zscaler.com/ja/zia/about-url-categories

https://www.sonicwall.com/ja-jp/products/firewalls/security-services/content-
filtering-services/content-filtering-categories/



フィルタリングリストの年齢別対応例

https://www.daj.jp/cs/products/pc/if6/category/



子どもたちを守る 青少年インターネット利用環境整備

内閣府

青少年インターネット環境整備
法
基本計画
検討会
実態調査及び統計・調査研究
プロバイダー責任制限法
出会い系サイト規制法
特定商取引法
特定電子メール法
児童買春・児童ポルノ禁止法



子どもの力

成 長

情報リテラシー(基礎的能力)
足りない部分を補う



フィルタリングの有無のトラブルの差
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警察庁 令和４年における少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況より作成
https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/syonen/pdf-r4-syonenhikoujyokyo.pdf

SNSに起因する事犯の被害児童のフィルタリング利用状況
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GIGA端末の利用だけではない

ゲーム機
スマホ

スマホ

令和４年度 ⻘少年のインターネット利⽤環境実態調査 調査結果（概要）より



機器の専⽤率（年齢別・スマートフォン／令和４年度）

令和４年度 ⻘少年のインターネット利⽤環境実態調査 調査結果（概要）より

親と共用

子ども専用

12歳



• スマートフォン等が広く普及する中、学校外で児童生徒が生成AIを使う可能性が
十分に考えられる。また「いわゆるフィルターバブル等に子どもがさらされてい
る」、「生成AIの普及で誤情報が増加する」との指摘もある。

• このため、全ての学校でGIGAスクール構想に基づく１人１台端末活用の日常
化を実現する中で、情報モラルを含む情報活用能力の育成について、
生成AIの普及を念頭に一層充実させる

（３）「情報活用能力」の育成強化（全ての学校が対象）

１．GIGAスクール構想の端末利活⽤の加速

令和５～６年を集中推進期間と位置づけ、１人１台端末の日常的な活用
を推進。
① 特命チームによる伴走支援体制の強化 
② 整備面での遅れが見られる自治体首長への直接要請
③ 切れ目のない研修機会の提供

「初等中等教育段階における生成 AI の利用に関する暫定的なガイドライン」の 作成について
https://www.mext.go.jp/content/20230704-mxt_shuukyo02-000003278_003.pdf



確かさを確かめる ファクトチェック

インターネットトラブル事例集 2023より



フィルターバブル エコーチェンバー

「初等中等教育段階における生成 AI の利用に関する暫定的なガイドライン」の 作成について
https://www.mext.go.jp/content/20230704-mxt_shuukyo02-000003278_003.pdf

認知バイアス 確証バイアス



望ましくないことも経験する
❑ 言葉の行き違いやいじめによるトラブル

❑ ゲームをする

❑ 動画に夢中になる

❑ 視力など健康への影響

❑ 長時間の利用

❑ 不適切なインターネットサイトへの接続

❑ 写真での肖像権のトラブル

❑ レポートなどでの著作物の利用

情報社会を体験を通して学ぶ

失敗も成功も
学ぶためのもの



◼過度な制限 ＜＞ 無防備

◼行政【だけ】で決めることの問題

◼フィルタリングシステムの運用の仕組みをつくる

フィルタリングの意思決定



フィルタリング申請への対応 例 柏市の場合
◼ R5年4月Form からの連絡を受ける

Teams フィルタリングの対応 で共有

指導課情報班・ICT推進室で
意見を聞く

対応可否

判断に迷うか 推進委員会で意見を聞く

申請とおり対応

迷わない

却下 対応しない

当該サイトを確認

迷う

申請者へ連絡 周知
記録を残す



◼ 培いたい資質能力から考える

◼学校と家庭 家庭と市教委 市教委と学校

◼多様な情報の中での意思決定

１人１台端末の持ち帰りやフィルタリングの在り方
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